
中間とりまとめの概要①

原則として一般に公開されている情報を活用し、フェーズⅠ調査の一過程でもある事業所立地履歴をマッピングすることについて

検討し、課題を整理した。

〔事業所立地履歴 〕

① 水質汚濁防止法（下水道法）に係る特定事業場

② ＰＲＴＲ届出施設

③ 廃棄物処理・運搬業

④ 消防法に係る届出給油施設

⑤ 日本工場通覧、工場名鑑 等

〔土壌汚染情報 〕

① 土壌汚染対策法に基づく指定区域

② 調査猶予区域

③ 自主調査結果

④ 対策済み区域

（参考）事業所立地履歴マップの作成フロー

基図の用意 データの収集

基図へのプロット

GIS地図データの都市計画基図

（1／2500データ）を活用

事業所立地履歴マップの作成

土地の有効利用促進の観点から土壌汚染に関する情報の提供のあり方に焦点を当て、特に土壌汚染に関連する情報のマッピング

について、その作成・公表の意義や課題、作成方法等を整理した。

１．検討の趣旨

２．事業所立地履歴マップ



中間とりまとめの概要②

※１．砒素（Ａｓ）、鉛（Ｐｈ）、水銀（Ｈｇ）、カドミウム（Ｃｄ）、セレン（Ｓｅ）及びクロム（Ｃｒ）の重金属及びふっ素（Ｆ）、ほう素（Ｂ）。

※２．基図は地形図と地質図との重ね図を用いる。

地形図 → 1／5万のスケールの国土地理院発行の数値地図

地質図 → 「地圏環境インフォマティクス（ＧＥＮＩＵＳ）」（東北大学大学院環境科学研究科作成）

地質図と過去に実施された対象物質に係る土壌調査結果等をもとに、表層地質区分別に、自然由来重金属類の含有量等のレベル

を表示したマップの作成について検討し、課題を整理した。

３．自然由来重金属類分布マップ

※１

※２
対象物質に係る

土壌調査データ整理・分析

対象物質に係る
土壌調査データ収集

マップ作成の対象物質、
対象区域設定

基図の準備

対象物質の含有量及び溶
出量の基準の超過データ

整理

自然由来重金属類分布
マップの作成

対象物質に係る
地下水調査データ収集

対象物質に係る
地下水調査データ整理

対象物質の地下水基準
の超過データ整理

基図へのプロット

基準超過物質に係る
ランク区分の

考え方・基準の検討

（参考）自然由来重金属類分布マップの作成フロー
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